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二
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（
質
問
の 

六
三
） 

答

弁

第

六

三

号 

   

衆
議
院
議
員
木
島
喜
兵
衞
君
提
出
学
校
法
人
日
本
大
学
に
お
け
る
学
生
の
自
治
・
学
生
対
策
等
に
関
す
る
質
問

に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
八
四
第
六
三
号 

昭
和
五
十
三
年
六
月
二
十
七
日 

衆

議

院

議

長 
保 
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茂 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

福 

田 

赳 

夫 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
木
島
喜
兵
衞
君
提
出
学
校
法
人
日
本
大
学
に
お
け
る
学
生
の
自
治
・
学
生
対
策
等
に 

関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

昭
和
四
十
五
年
二
月
二
十
五
日
午
前
十
時
過
ぎ
、
東
京
都
府
中
市
白
糸
台
四
丁
目
十
三
番
十
号
京
王
線
武
蔵

野
台
駅
前
通
り
で
日
大
全
共
闘
系
と
み
ら
れ
る
学
生
三
十
数
人
が
ビ
ラ
配
布
中
、
た
ま
た
ま
同
所
を
通
り
合
わ

せ
た
日
本
大
学
の
学
生
二
人
が
ビ
ラ
配
布
を
無
視
し
て
駅
構
内
に
入
つ
た
と
こ
ろ
、
突
然
全
共
闘
系
学
生
三
、

四
人
が
な
ぐ
り
か
か
つ
た
こ
と
か
ら
、
こ
ぜ
り
合
い
と
な
り
、
そ
こ
へ
更
に
下
校
し
て
来
た
同
大
学
の
学
生
八

人
に
対
し
て
も
、
全
共
闘
系
三
十
数
人
が
竹
竿
、
角
材
等
で
襲
つ
た
た
め
、
両
者
の
間
に
、
二
、
三
回
前
進
、

後
退
を
繰
り
返
す
こ
ぜ
り
合
い
が
行
わ
れ
た
。 

そ
の
際
、
後
ろ
へ
下
が
り
つ
つ
あ
つ
た
中
村
克
己
君
（
当
時
日
本
大
学
商
学
部
三
年
生
、
二
十
二
歳
）
が
飛
田 



二
に
つ
い
て 

昭
和
五
十
二
年
四
月
二
十
二
日
午
後
六
時
十
五
分
ご
ろ
東
京
都
千
代
田
区
三
崎
町
一
丁
目
三
番
二
号
、
日
本

大
学
経
済
学
部
本
館
七
階
講
堂
に
お
い
て
同
大
学
中
国
拳
法
錬
心
館
部
員
が
新
入
生
五
名
の
入
部
勧
誘
を
行 

い
、
練
習
を
見
学
さ
せ
る
と
と
も
に
、
新
入
生
五
名
に
そ
れ
ぞ
れ
籠
手
を
つ
け
さ
せ
各
一
分
間
ぐ
ら
い
ず
つ
防

具
を
つ
け
た
部
員
を
攻
撃
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
に
参
加
し
た
青
木
雅
彦
君
（
当
時
日
本
大
学
経
済
学
部
一
年

生
、
十
八
歳
）
が
、
終
了
後
間
も
な
く
卒
倒
し
同
大
学
駿
河
台
病
院
に
収
容
さ
れ
た
後
、
同
日
午
後
九
時
五
分

死
亡
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

給
第
十
一
号
踏
切
に
お
い
て
折
か
ら
進
行
し
て
き
た
八
王
子
発
上
り
特
急
第
九
〇
四
五
号
列
車
の
前
部
左
側
に

頭
部
が
触
れ
、
横
転
し
て
重
傷
を
負
い
直
ち
に
府
中
市
内
の
奥
島
病
院
に
収
容
さ
れ
た
が
三
月
二
日
死
亡
し
た
。 

大
学
で
は
、
死
亡
学
生
に
対
す
る
商
学
部
の
慣
例
に
基
づ
き
、
遺
族
に
対
し
て
弔
意
を
表
し
た
と
聞
い
て
い

る
。 

四 

 



三
に
つ
い
て 

ま
た
、
本
件
は
右
に
述
べ
た
よ
う
な
突
発
的
な
事
故
で
あ
つ
た
が
、
大
学
と
し
て
は
、
サ
ー
ク
ル
部
員
募
集

に
関
し
新
入
生
の
自
由
意
思
を
尊
重
し
、
強
制
的
な
募
集
は
絶
対
行
わ
な
い
よ
う
に
、
毎
年
厳
重
な
注
意
を
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。 

大
学
と
し
て
は
、
本
件
事
故
の
経
緯
か
ら
み
て
大
学
に
そ
の
責
任
は
な
い
と
判
断
し
た
が
、
慣
例
に
よ
り
同

君
の
診
療
費
等
を
同
学
部
に
お
い
て
負
担
し
、
ま
た
、
学
内
で
発
生
し
た
事
故
で
も
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し

て
遺
族
に
弔
慰
金
な
ど
を
贈
つ
た
。 

そ
の
後
、
遺
族
の
希
望
が
あ
り
、
昭
和
五
十
二
年
十
二
月
十
日
に
、
事
故
が
発
生
し
た
同
学
部
本
館
七
階
講

堂
に
お
い
て
遺
族
に
よ
る
仏
式
の
供
養
を
行
つ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

翌
四
月
二
十
三
日
東
京
都
監
察
医
務
院
に
お
い
て
解
剖
の
結
果
、
死
因
は
病
死
（
急
性
心
機
能
不
全
）
で
あ
つ

た
。 

五 

 



四
に
つ
い
て 

昭
和
四
十
四
年
二
月
五
日
付
け
「
学
部
提
案
」
は
、
当
時
の
日
本
大
学
農
獣
医
学
部
に
お
け
る
学
園
紛
争
を
収

拾
す
る
た
め
、
学
部
集
会
に
臨
む
同
学
部
の
方
針
が
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
学
部
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
昭

和
四
十
四
年
四
月
十
七
日
付
け
学
部
長
「
告
」
は
、
同
年
三
月
二
十
八
日
の
学
部
集
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た

「
授
業
を
再
開
し
、
あ
わ
せ
て
学
園
の
民
主
化
を
推
進
す
る
」
と
の
同
学
部
の
方
針
に
基
づ
き
、
学
園
の
秩
序
維

持
の
た
め
に
一
切
の
暴
力
行
為
を
否
定
す
る
旨
の
声
明
を
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
学
内
指
示
事
項
」 

日
本
大
学
法
学
部
に
お
い
て
は
、
講
義
に
支
障
の
な
い
限
り
大
学
施
設
を
利
用
し
て
の
集
会
を
届
出
だ
け
で

自
由
に
行
わ
せ
て
お
り
、
ま
た
、
学
生
の
サ
ー
ク
ル
活
動
に
対
し
て
も
施
設
の
貸
与
、
活
動
費
補
助
を
行
う
等

そ
の
自
主
的
な
活
動
の
促
進
を
図
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

同
学
部
二
部
一
年
生
鈴
木
俊
博
君
は
、
現
在
同
大
学
駿
河
台
病
院
に
入
院
中
で
あ
る
が
重
態
で
あ
り
、
近
親

者
以
外
は
、
面
会
で
き
な
い
と
聞
い
て
い
る
。 

六 

 



五
に
つ
い
て 

六
に
つ
い
て 

誠
心
会
と
い
う
学
生
組
織
は
日
本
大
学
農
獣
医
学
部
に
学
生
団
体
と
し
て
届
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
同
学
部
か

ら
の
活
動
費
補
助
も
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
実
態
は
不
明
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

な
お
、
学
生
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
印
刷
物
の
配
布
、
掲
示
等
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
所
定
の
場
所
を
設

け
、
そ
こ
で
配
布
又
は
掲
示
を
さ
せ
る
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
「
学
部
提
案
」
に
違
背
す
る
も

の
で
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。 

日
本
大
学
農
獣
医
学
部
に
お
い
て
は
、
最
近
の
学
生
の
作
文
能
力
が
十
分
で
な
い
こ
と
に
か
ん
が
み
、
教
職

課
程
の
履
修
を
希
望
す
る
学
生
に
作
文
を
提
出
さ
せ
て
教
職
関
係
指
導
教
員
の
参
考
資
料
と
す
る
こ
と
と
し
た 

は
、
正
常
な
学
園
生
活
を
保
持
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
逐
次
緩
和
、
廃
止
の
方
向
が
と
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。 

七 

 



 

八 

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
教
職
課
程
履
修
者
を
選
別
す
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。 

七
に
つ
い
て 

日
本
大
学
文
理
学
部
で
は
、
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
以
降
、
暴
力
的
部
外
者
の
侵
入
に
よ
つ
て
大
学
の
自
治

が
侵
さ
れ
る
事
態
を
防
止
し
、
自
由
な
教
育
・
研
究
活
動
を
保
障
す
る
た
め
、
教
職
員
を
は
じ
め
、
学
生
に
身

分
証
明
書
を
常
時
携
帯
さ
せ
、
必
要
に
応
じ
、
そ
の
提
示
を
求
め
て
い
る
が
、
正
門
を
閉
ざ
し
、
あ
る
い
は
検

問
を
行
つ
て
い
る
こ
と
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。 

ま
た
、
同
学
部
構
内
に
お
け
る
印
刷
物
の
配
布
・
掲
示
等
に
つ
い
て
は
、
所
定
の
手
続
を
経
る
こ
と
を
要
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
学
内
の
美
化
と
数
多
く
の
学
生
サ
ー
ク
ル
に
公
平
に
機
会
を
与
え
る
た
め

の
措
置
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
な
お
、
印
刷
物
配
布
等
に
関
し
、
学
生
が
暴
力
的
制
裁
を
加
え
ら
れ
る
な
ど

と
い
う
こ
と
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




